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8 月22日（水）
インフラメンテナンス国民会議北海道フォーラム設立記念講演会
地域を支えるメンテナンス技術とシステム
　第1部　13:30～15:40
　　基調講演
　　　「メンテナンス技術の実装に向けた
　　　　　　　　　　　　　　北海道フォーラムへの期待」
　　　北海道大学大学院工学研究院教授 横田　　弘　氏
　　活動報告
　　　「SIP地域実装に向けた取り組み」
　　　北海道大学公共政策大学院客員教授 高松　　泰　氏
　　　「モバイルプロフィロメータによる
　　　　　　　　　　　路面点検の地域実装と今後の展開」
　　　北見工業大学地域未来デザイン工学科准教授
 富山　和也　氏
　　　「インフラメンテナンス国民会議北海道フォーラムについて」
　　　北海道フォーラム企画委員／㈱ドーコン技術情報部長
 向井　直樹　氏
　　●場　所　 北海道大学工学部フロンティア応用科学研究

棟 2 Fレクチャーホール（鈴木章ホール）
　　●参加費　無料（要事前申込）
　　●定　員　（第1部）200名
　※お申込み
　　 北海道開発局のHPにて詳細をご確認のうえ、メールでお
申込みください。

　　申込みメール先　hkd-ky-maintenance@ml.mlit.go.jp
　※お問合せ
　　国土交通省北海道開発局開発監理部開発調整課
　　TEL:011-709-2311（内線：5494・5479）（担当：布施・木村）

国営滝野すずらん丘陵公園
　 6月30日（土）～ 8月 7日（火）
　七夕で短冊を飾ろう
　　 七夕についての展示を行います。七夕について学ぶことが
でき、さらにその場で短冊を作って飾ることができます。

　　　●参加費　無料（入園料・駐車料金は別途）
　　　●場　所　東口休憩所
　　　●時　間　9:00～18:00
　 7月26日（木）～ 8月19日（日）
　滝野のクラフト体験教室
　　 夏休みの自由研究お手伝いとして、様々なクラフト体験が
できるイベントを実施します。

　　　●参加費　有料（入園料・駐車料金は別途）
　　　●場　所　森の工房
　　　●時　間　10:30～16:00
　　　●定　員　 8～50名
　　　※ 札幌軟石を使ったクラフト、フェルトのマスクを作るク

ラフト、革クラフトなど数々のクラフトを日替わりで行
います。クラフトの種類によって費用は異なりますので、
公園のHPもしくは公園にお問い合わせください。

※ 詳細は当公園ホームページ（http://www.takinopark.com/）
をご覧いただくか、滝野公園案内所（011-592-3333）までお
問い合わせください。

9 月 1日（土）
フォーラム地方創生を超えて
人口減少時代に向き合う地域政策を考える
　14:00～16:30　釧路公立大学　1階　第1会議室
　※詳しくは38ページをご覧ください。

9月 7日（金）～ 9日（日）
第32回ツール・ド・北海道2018
　主催／（公財）ツール・ド・北海道協会、
　　　　（公財）日本自転車競技連盟
　※詳しくは39ページをご覧ください。
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　安倍政権が打ち出した「地方創生」はまるで
全国を巻き込んだ旋風のようでしたが、昨今は
人々の口に上ることも少なくなりました。そん
な折、一昨年発足した人口減少下の地域政策に
関する研究会（座長：小磯修二元北海道大学公
共政策大学院特任教授）の成果が 7 月半ば、岩
波書店から『地方創生を超えて』として出版
されました。地方創生という言葉は広く地域を
振興するという観点でとらえれば日本全国津々
浦々、国民すべての永遠のテーマでした。研究
会と連動して地域創生を担当する19の自治体の
関係者とお会いしてお話を伺ってきましたが、
新刊の内容は自治体と中央のはざまで地域政策
の在り方を、データをもとに分析してみせ関係
者を刮

かつ

目
もく

させます。研究会は 7 月の北大での
フォーラムを皮切りに道内外で意見交換の場を
持っていきます。（草苅）

研究所だより


